
 

 

 

ビルの省エネ性能の弱点を簡易に判定 

ビル熱損失の推定技術 
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概 要 

ビルのエネルギー管理は、BEMS(ビルエネルギー管理システム)により監視される。この BEMS の監視

範囲を拡張して、ビルの省エネ性能の弱点を見える化する技術である。内容は、ビルの壁や窓の放熱率を

赤外線画像などより推定する。これにより各部分の放熱率を推定し、ビルのエネルギーの流れを提示する。

これにより、建物の全体としての省エネ性能推定だけでなく、弱点を診断できる。 

従来技術・競合技術との比較（優位性） 本技術の有効性 

従来、省エネ性能の診断は、大手のゼネコンやハウ

スメーカーの専門家のみが行える高度な技術であっ

た。これを、その場で手軽に行えるツールである。 

したがって、この分野では競合技術はない、ユニー

クな技術である。 

 

・ビルの実際の省エネ性能を評価できる。 

・特別な技術がなくても省エネ性能を診断できる。 
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適用可能製品・技術 

ビル省エネ診断業務に適用可能 

 

知的財産 

なし 

 

試作品状況    無    提示可    提供可 
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